
既存試料・情報を用いる研究についての情報公開 

 

本学では、医学系研究に協力して下さる方 （々以下研究対象者）の利益と安全を守り、安心して研究に

参加していただくように心がけております。こちらに記載されている研究については、研究・診療等によ

り収集・保存された既存試料・情報を用いる研究で、直接研究対象者からインフォームド・コンセントを

取得することが困難であるため、情報公開をさせていただいております。 

 こちらの文書は研究対象者の皆様に、情報公開をするとともに、可能な限り研究参加を拒否または同

意撤回の機会を保障する為のものになります。 

なお、研究参加を拒否または同意撤回されても一切の不利益はないことを明記させていただきます。 

 

 

受付番号 倫理第 2052 号 

研究課題 

整形外科領域で頻発する運動器アミロイドーシスの病態解析および新規治療薬の開発 

本研究の実施体制 

  所属、職位、氏名、研究における役割 

 研究責任者 熊本大学大学院生命科学研究部整形外科学講座、大学院生、前田和也 

本研究における役割: 研究計画書作成、生化学的・病理学的解析、臨床データ

解析、研究統括 

 研究分担者 熊本大学大学院生命科学研究部整形外科学講座、大学院生、有馬嵩博 

本研究における役割: 生化学的・病理学的解析、臨床データ解析、研究統括 

 研究分担者 熊本大学大学院生命科学研究部整形外科学講座、大学院生、河上純輝 

本研究における役割: 生化学的・病理学的解析、臨床データ解析、研究統括 

 研究分担者 熊本大学病院整形外科、医員、杉本一樹 

本研究における役割:研究指導、生化学的・病理学的解析、臨床データ解析 

 研究分担者 熊本大学病院整形外科、医員、久永哲 

本研究における役割:研究指導、生化学的・病理学的解析、臨床データ解析 

 研究分担者 熊本大学病院整形外科、特任助教、中村孝幸 

本研究における役割:研究指導、生化学的・病理学的解析、臨床データ解析 

 研究分担者 熊本大学病院整形外科、特任助教、舛田哲朗 

本研究における役割:研究指導、生化学的・病理学的解析、臨床データ解析 

 研究分担者 熊本大学大学院生命科学研究部整形外科学講座、教授、宮本健史 

本研究における役割:研究指導、研究統括、生化学的・病理学的解析、臨床デー

タ解析 

 研究分担者 熊本大学大学院生命科学研究部構造機能解析学講座、助教、田崎雅義 

本研究における役割:研究指導、生化学的・病理学的解析、臨床データ解析 

 研究分担者 熊本大学大学院 医学研究部、大学院生、岡田匡充 



本研究における役割:研究指導、生化学的・病理学的解析、臨床データ解析 

 研究分担者 熊本大学 神経内科、教授、植田光晴 

本研究における役割：研究指導、研究統括、生化学的・病理学的解析、臨床デ

ータ解析 

 研究分担者 理化学研究所 生命機能科学研究センター、チームリーダー、白水美香子 

本研究における役割：アミロイド線維の構造解析 

 研究分担者 理化学研究所 生命機能科学研究センター、上級研究員、山形敦史 

本研究における役割：アミロイド線維の構造解析 

 

 

Ⅲ.研究の目的及び意義 

 アミロイドーシスとは、アミロイドといわれる線維状の構造物に変性した蛋白質が全身の諸臓器に

沈着し臓器の機能障害をおこす難治性の疾患群の総称である。近年、運動器の腱や靭帯などに大量のア

ミロイドが沈着し、肥厚や断裂などの病態に関連している可能性が示されている。 

 先行研究(Yanagisawa, A. Modern Pathology, 2015, 28.2: 201.) では高齢者における黄色靭帯の肥厚

において transthyretin amyloid が一部関与している可能性があることを発見した。これを発展させて、

本研究では運動器アミロイドーシスの病態を解明することを目的に、様々な腱や靭帯におけるアミロ

イド沈着頻度や病理学的な特徴、原因蛋白の同定、原因分子の遺伝子変異、アミロイドの線維構造など

を網羅的に解析する。 

 

研究の方法 

腰部脊柱管狭窄症、手根管症候群、椎間板ヘルニア、変形性膝関節症などの運動器疾患の患者のうち、

手術を施行して腱や靭帯・椎間板などを摘出した方を対象とします。そのサンプル病理学的、生化学的

解析を行うことにより、運動器アミロイドーシスの病態およびアミロイド蛋白質を明らかにし、病気の

原因究明に取り組みます。 

本研究に関与する研究者は、「ヘルシンキ宣言」及び「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」

を遵守し、研究を行います。 

研究期間 

2020 年 06 月 22 日 から 西暦 2024 年 3 月 31 日まで 

試料・情報の取得期間 

2019 年 4 月以降に熊本大学病院整形外科を受診し、腰部脊柱管狭窄症、手根管症候群、椎間板ヘルニ

ア、変形性膝関節症等で手術を受けられた患者のうち、同意が得られた患者様を対象とします。既存検

体・情報は、大学院生命科学研究部長（病院長）承認の日 から 西暦 2023 年 6 月 30 日までの間

に解析します。 

研究に利用する試料・情報 

手術により採取した検体、情報（診療録データ：年齢、性別、臨床徴候、採血検査、画像検査、生理検

査）を用いて解析を行います。本研究で採取した試料および研究データを第三者等に提供することはあ

りません。 



 

個人情報の取扱い 

個人情報は研究のために特定した目的、項目に限り適正に取得、利用します。 

取得した情報を用いて解析した研究の結果は、論文や学会発表として公表されますが、公表される情報

には個人を特定し得る情報は含まれませんのでご安心ください。 

取得した情報は万全な安全管理対策を講じ、適切に保護し慎重に取り扱います。 

個人が特定できる情報が熊本大学から外部に出ることはありません。 

本研究で取得し管理している情報に関して、開示、訂正、削除、あるいは第三者への開示、提供の停止

を希望される方は、担当医師までご相談ください。 

一般的な質問や苦情がある方は、下記の対応窓口までご連絡ください 

 

研究成果に関する情報の開示・報告・閲覧の方法 

本研究で得られた研究成果は、国内外の学術誌や学会での発表に加え、熊本大学整形外科ホームページ

上で概要を公開する予定です。ご要望があれば、患者様とそのご家族が読まれる場合に限り、研究の独

創性等の確保と他の被検査の個人情報の保護等に支障がない範囲内において、この研究の計画書をご

覧いただけます。下記担当者までご連絡ください。 

利益相反について 

この研究は科学研究費補助金を資金源に行います。研究責任者、研究分担者の利益相反については、利

益相反自己申告書を当大学倫理委員会へ提出し、利益相反委員会の承認を得ています。この研究に携わ

る全研究者は費用を公正に使った研究を行い、この研究の公正さに影響を及ぼすような利害関係はあ

りません。研究実施期間中に新たに利益相反状態が発生した場合は、ただちに修正した申告書を当大学

倫理委員会へ提出し、判断を仰ぎます。利益相反を適切に管理し、公正かつ健全な研究を遂行し、研究

対象者の利益を優先致します。 

本研究参加へのお断りの申し出について 

研究への協力の同意は自由意志によるものであり、同意しなくても不利益な扱いを受けるようなこと

はありません。一度この研究に参加することを同意した場合であっても、いつでも撤回することができ

ます。同意を撤回された場合でも患者様に不利益が生じることはありません。 

本研究に関する問い合わせ 

本研究に関する問い合わせ先： 

所属 熊本大学大学院生命科学研究部 整形外科 

応答責任者名 前田和也 

電話 096-373-5226 

 

 


